
申込書、受験票記入上の注意 

 

１ 申込書は、黒のインク又はボールペンで、記入もれや間違いのないよう、かい書

でていねいに記入し、数字は、算用数字を使ってください。 

 

２ ※欄を除いて、申込書、受験票のすべてに記入してください。 

 

３ 試験区分の欄は、受験する職種の A.B.C.D.E.F.G.H.I.J.Kのいずれかを○で囲ん

でください。 

 

４ 氏名、生年月日欄は、戸籍記載のとおり正確に記入してください。 

 

５ 現住所欄には、現在居住しているところを記入し、アパート等の場合は、アパー

ト名、部屋番号も必ず記入してください。 

 

６ 確実に連絡の取れる電話番号を必ず記入してください。連絡が取れない場合、申

込書等が受理できず、受験することができない場合があります。 

 

７ 通知事項（試験結果通知や電話等）の連絡先を現住所以外に希望する人は、連絡

先欄に住所、電話番号を記入してください。 

  現住所と同じ場合は記入の必要はありません。 

 

８ 最終学歴の学校名は「○○県立○○高等学校」、「○○短期大学」などの正式名称

で記入してください。ただし、「沖縄県立○○高等学校」の場合は、「県立○○高等

学校」と記入してください。 

  

９ 写真欄は、申込み前６ヶ月以内に撮影した脱帽・上半身・ 

正面向き（大きさはタテ 4.5㎝、ヨコ 3.5㎝）のもので本人 

と確認できるものを貼ってください。 

所定の大きさ以外のもの、人物の小さいもの、受験者以外 

 の者とともに撮影したもの、風景を背にしたもの、その他受 

験者として不適当なものを貼った申込書は受付できませんの 

で十分注意してください。 

 人物（顔）の大きさは、右図を参考にしてください。 

 

10 申込後は、申込をした試験区分の変更は認めません。 

 

11 自署欄は、最終ページの「参考」（地方公務員法第 16条）をよく読んだうえ、必

ず自署してください。 
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参  考  

 

地方公務員法第 16条 

 

 

次の各号のいずれかに該当する者は、条例で定める場合を除くほか、職員となり、

又は競争試験若しくは選考を受けることができない。 

 

１ 禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けること 

がなくなるまでの者 

 

２ 当該地方公共団体において懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を 

経過しない者 

 

３ 人事委員会又は公平委員会の委員の職にあって、第 60条から第 63条までに 

規定する罪を犯し、刑に処せられた者 

 

４ 日本国憲法施行の日（昭和 22年５月３日）以後において、日本国憲法又は 

その下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党その他の団体 

を結成し、又はこれに加入した者 

 


